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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、保健・医療領域におけるソーシャルワークスーパービジョンモデルを開発
し、評価することである。本研究における研究成果は、専門機関で行われているスーパービジョン体制のニーズアセス
メント、ゴール及び目標の明確化、既存のプログラムの見直しとモデル化を行った。調査結果をもとに保健・医療・福
祉領域において、ソーシャルワークスーパービジョンの質的保証のための実践的活用ガイドラインを提示した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to develop an organic and functional supervision 
model that leverages the organizational assistance for professionals to a social work practice in health 
and medical setting , and to evaluate the model. The actual study reviewed the current program carried 
out in agencies, by performing needs assessment and clarifying the goals and objectives; and a model is 
constructed. In addition, we conducted individual interviews, focus-group interviews and a quantitative 
investigation. Based on these findings, practicable guidelines for assuring quality of social work 
supervision in the health, medical and welfare area was proposed

研究分野： 社会福祉学
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１．研究開始当初の背景 
わが国のソーシャルワークは、専門性の

確立や質の向上を目指して発展を続けてき
た。戦後の貧困者救済から始まり、助言指
導という立場から相手のニーズに沿った援
助者という立場への変化、さらにソーシャ
ルワーカーの国家資格化や、ワーカー養成
機関のカリキュラム整備に至った。しかし
現状は、未だソーシャルワーカーの専門性
に対する混乱やソーシャルワーカーのアイ
デンティティーの問題が存在し、利用者は
増加の一途を辿っている。このような状況
から、業務を遂行するソーシャルワーカー
自身にもまた、専門機関や施設内からの支
援が必要であることは、諸研究から実証さ
れている。医療ソーシャルワーカーのバー
ンアウト防止として、問題解決行動と職場
外サポートの抑制効果にスーパービジョン
体制に相関があることや（小原，2011）、職
場内でのスーパービジョン体制、専門研修
の積み上げによりコンピテンシー向上に関
連していることを明らかにしているが（小
原，2009）、これらのいずれの調査は間接的
にスーパービジョンの必要性は述べている
のみである。奈良人材センター（1999）で
はスーパービジョンの意識調査を行った結
果、職員はスーパービジョンに対する関心、
必要性を意識しているものの、現場の対応
に追われ、時間的余裕がなく実施困難であ
る実態を明らかにした。わが国におけるス
ーパービジョンに関する質的な調査では、
福山（1992，2005）は、その影響を業務満
足感、自律性、生産性の側面から調査を行
っている。その中で、特に、専門的および
組織的役割遂行能力を「自律性」と規定し、
同質性のスーパービジョンと異質性のスー
パービジョンの効果を比較した。その結果、
異質性のスーパービジョンを受けているソ
ーシャルワーカーがリーダシップやケース
マネジメントなど、専門職としての自律性
と関連性が高いことを示唆している。ソー
シャルワークスーパービジョンの発展を概
観すると、とりわけアメリカにおけるソー
シャルワークの実践の歴史と密接に関係し
ている．また，精神医学，心理学，教育学，
社会学及び社会政策と密接に関連している
と同時に，これらの学問領域がスーパービ
ジョンの概念形成にも大きく貢献してきた。
アメリカで発展したものを、わが国で適用
しわが国の実践家の育成に反映させたプロ
セスであった。そのスーパービジョンの意
義は管理・支持・教育という三機能を提供
することにより実践家の社会化の過程を含
む、専門職育成の過程であると整理するこ
とができる。これは、昨今の社会的変化か
らの影響を受け、多様化、拡大化現象にあ
ることが歴史的変遷の中で確認されている。 
しかしながら、わが国のソーシャルワー

クスーパービジョンに関連する実証的な調
査や研究が十分になされてきたとは言えな

い。とりわけ、そーパービジョンの評価に
ついての研究は皆無に等しいのが現状であ
る。福山（2005）は組織スーパービジョン
体制の必要性を指摘しているが、組織的ス
ーパービジョン体制の効果性や効率性に関
する認知は低く、機関や管理者はスーパー
ビジョンの必要性を認識していないのが現
状であると指摘している。このように、組
織内スーパービジョン体制のモデル化は必
要性が高いにもかかわらず十分な活用がな
されていない。わが国において、スーパー
ビジョン体制の具体的な方法の構築は必要
不可欠な時代を迎えていることが、以下の
４点からいえる。①厚生労働省と地方自治
体との協働の確立から影響を受け、保健と
福祉の統合による地域や機関の総合相談窓
口の創設など、多職種とチームユニットを
形成して援助を行う形態が増加している。
限りある人材と社会資源の中で、それを有
効活用するためには、様々な専門職が自ら
の専門性を発揮させることが求められてい
る。②社会情勢の変化の影響から、サービ
スの質を左右する専門機関や施設の組織シ
ステムの運用の問題として、労働者確保が
大きな課題である。直接サービスを提供す
る貴重な人材を育成し、有効活用のために
組織システムの中にスーパービジョンの活
用が求められている。③保健・医療体制の
抜本的改革が迫られている中で、サービス
提供主体である組織の機能や役割は複合化
している。それに伴い、多様な当事者・利
用者のニーズに対応するためには、既存の
専門性での対応困難な事態が生じている。
組織内で提供されるサービスの質の担保す
るために組織内スーパービジョン体制構築
とスタッフの専門性の養成する仕組みが求
められている。④昨今のわが国の社会福祉
の動向から、サービスの効率性,効果性,経
済性を追求する傾向があるが、一方では、
実証科学として、Evidence-Based Practice
による、ソーシャルワークの標準化を進め、
データベース化を促進し、援助者個人の恣
意的な判断による誤りを排し、組織内でリ
スクマネジメントを行うことが求められて
いる。 
これらのことから、わが国におかれてい

る保健・医療の現象から、組織内スーパー
ビジョン体制の現状を把握し分析を行い、
実用可能な組織スーパービジョンの具体的
な方法をモデル化することは緊急の課題で
ある。 
 

２．研究の目的 
 本研究では、保健医療分野で活用できる
キャリア・コンピテンシーモデルを検討し、
有機的・機能的なスーパービジョンプログ
ラムの構築を行うことにある。これまでソ
ーシャルワークコンピテンシー指標開発行
い、コンピテンシーの項目および行動アン
カーを明らかにすることができた。今回は、



それを実践現場のスーパービジョン体制の
中に組み込むプログラムモデルを提示し、
実施、評価を行うこととする。さらに実施
可能なソーシャルワークスーパービジョン
展開のためのツールキッド、及び活用ガイ
ドラインを作成する。その有効的な活用を
通じて、わが国の社会福祉専門職の人材の
量と質の担保に貢献できることが期待でき
る。 
 
３．研究の方法 
 本研究ではこのスーパービジョンを効果
的に実施するために、近年、欧米で注目を
集めているプログラム理論を用いてそのプ
ログラムを示す。 
平成 24 年度は医療機関からスーパービ

ジョン体制に関するフィールド調査として、
グットプラクティスを行っている 4名の実
践者にインタビュー調査を実施した。分析
は質的分析を用いた。その結果、スーパー
ビジョン実践の状況からゴールの明確化と
ゴール達成のために実施要素の抽出を行っ
た。さらに、欧米のスーパービジョンの状
況の調査を行うために、アメリカニューヨ
ークで調査を行った。 
平成 25 年は 24 年度に行った調査を踏ま

え、ソーシャルワークスーパービジョンの
暫定的モデルを構築、それに基づいたツー
ルの作成及びガイドラインの作成、および
現場で試験的活用を行うために、フォーカ
スグループインタビューを行った。 
平成 26 年には公益社団法人日本医療社

会福祉協会の協力として、名簿の借用許可
を得て協会に所属している会員の中から、
医療機関に勤務している 3000 人を対象に
アンケート調査を送付し、統計手法による
分析を実施した。 
 
４．研究成果 
 3 年間の研究成果を以下にまとめる。 
平成 24 年度には、医療機関からスーパー

ビジョン体制に関するフィールド調査とし
て、グットプラクティスを行っている実践
者に 4名にインタビューを実施し、その逐
語録を質的分析した。 
その結果は以下の通りであった。1、それ

ぞれの医療機関の特性、相談室の位置づけ
により、スーパービジョンの体制は異なっ
ている。2、実習生スーパービジョン、新人
スーパービジョン、中堅者スーパービジョ
ンはニーズが異なっているため、組織の中
に体制を作る必要があり、各機関の特性を
生かした方法を模索している。3、管理職で
あるソーシャルワーカーは相談室組織全体
の管理機能を発揮する必要がある。4、スー
パーバイザーを行っている者の指導ができ
る、いわゆるスーパーバイザーが不在であ
り、管理的立場にいる者のストレスが高い
ことなどが結果としてあげられた。このイ
ンタビューをもとに、スーパービジョンの

枠組みに関する仮説設定を行った。そこで
スーパービジョンの定義を「ソーシャルワ
ーカー専門職の尊厳を守り、組織レベルに
おいてスーパービジョン体制を活用し 
その職の業務の専門性を保証し、専門職ス
タッフをバックアップする」と設定した。
本研究全体のスーパービジョンは個人的な
ものではなく、組織レベルのスーパービジ
ョン体制の構築と活用に規定した。さらに、
日頃の業務(行動)において医療ソーシャル
ワーカーの倫理綱領・業務指針に則り専門
的知識・技術・価値を活用し、効果の科学
的実証を自覚し、経験知・科学知の包括的
構築を意識し、社会福祉、ソーシャルワー
クの進化・発展に寄与するもとしてのスタ
ンスを定めた。スタッフが行う業務行動に
ついて、さらに、ソーシャルワーカーの行
うスーパービジョンは、専門家が行うもの
として捉える。専門的な知識・技術・価値
の活用をする。他のスタッフに了承を得て
いること。業務に付随するリスクを予測す
る。生じうる支障への対策を練る。業務の
効果を促すことを目指すものとして規定し
た。 
米国、New York での調査では保健・医療

領域でソーシャルワークを実践する専門家
に対する組織支援体制を活用した有機的・
機能的なスーパービジョンモデルを評価し
た。具体的には実践現場で活用しうるスー
パービジョン体制の効果モデルのインタビ
ューを行った。今回はニューヨーク大学社
会福祉学部の協力を得て、ニューヨーク大
学 school of social work(大学院)の実習
先になっている実習先を紹介していただい
た。1．Beth Israel Comprehensive Cancer 
Center Westside Campus、2、Administrator 
for Pastoral Care and Education、3、
Children of Promise, NYC、4、Presbyterian 
Hospital-Cornell Weill Medical Center、
5、APICHA、6、The Child Center of New York
を訪問し、8 人にインタビューを行った。
その結果、アメリカでは LMSW の資格を大学
院マスター取得後、試験によって取得し、
その後 200 時間の実地訓練と 100 時間のス
ーパービジョンを経て LCSW という資格を
得ることによって、スーパーバイザーがで
きる資格とされている。またその LCSW から
のスーパービジョンでないと LMSW が LCSW
の資格を得るための時間数としてカウント
されないなどの仕組みが整っており、どの
分野においても、それが実施されていた。
今後我が国においてどのようなスーパービ
ジョン体制を構築していくかについては、
認定社会福祉士のことを含めて、体制構築
を検討していくための調査資料として有効
であった。 
平成 25 年は 24 年度に行った調査を踏ま

え、ソーシャルワークスーパービジョンの
暫定的モデルを構築、それに基づいたツー
ルの作成及びガイドラインの作成、および



現場で活用トライアルを行うために、フォ
ーカスグループインタビュー行い、質的分
析を行った。1．ＳＷ相談室を直接統括する
病院の責任者のＳＶ体制についての理解に
ついて、2．病院全体の責任者はＳＶ体制に
ついて理解について、3．どのような時にス
ーパービジョンをしているのか、またそれ
ぞれの目的について 4．スーパーバイジー
のスーパービジョン意識について 5.スー
パービジョンを実施するにあたり組織にお
いての課題の 5点に絞って議論を深めた。 
その結果、組織の中でスーパービジョン

体制を構築するに当たり、各自が苦慮して
いること、スーパービジョンには業務方法
に焦点を当てるのではなく、スーパービジ
ョンの波及効果も視野に入れ、組織として
取り組む必要であることが明らかになった。
スーパービジョンモデルの構築のためには、
スーパービジョンの定義、倫理、スーパー
ビジョンの内容・形態、機能、方法、理論、
視点を取り入れること、さらにスーパーバ
イジーのアセスメントスキルが必要であり
それに則った形でスーパービジョンの実施
が組織内で実施される必要があることが示
唆された。さらに、両者で取り交わされる
契約として、契約内容、意思確認、バイザ
ーの役割の説明、時間の取りきめ、実施場
所、緊急性の吟味・緊急時対応、秘密厳守、
記録提出、報告義務、目標などを定めるこ
とが、効果的スーパービジョンには不可欠
な要素であることが確認された。 
 平成 26 年度は量的調査を行った。公益社
団法人日本医療社会福祉協会の協力として、
名簿の借用許可を得て協会に所属している
会員の中から、医療機関に勤務している
3000 人を対象にアンケート調査を送付し、
統計手法による分析を実施した。その結果、
有効回答数 1488 名（49.6％）であった。男
女比は男性 27％、女性 73％、平均年齢が
35．6 歳であった。社会福祉士を持ってい
る人が全体の 96％を占め、精神保健福祉士
を持っている人が 30％いた。スーパービジ
ョンを受けている人が 637 人（43％）受け
てない人が 845 人（57％）であった。その
中で受けていない理由は、バイザーがいな
いが 6割を占めていた。組織内にスーパー
ビジョンが機能しているかどうかに関して
は以下の通りであった。その中の 60％の者
が組織内スーパービジョン体制について機
能していない、若しくは多少機能している
と答えている。回答者の自由記載からは時
間がない、スーパービジョンが恐い、研修
の必要性、スーパービジョンが人にバイザ
ーによって偏っているなど問題が多く出さ
れた。 
 この調査から、スーパービジョン行って
いると回答した人では、組織内スーパービ
ジョンの必要性と意義を踏まえた上でおこ
なっている機能は、管理機能＞支持機能＞
教育機能とウエイトがおかれ、それを意識

している割合が高いことが明らかになった。 
また、スーパービジョンを受けていると回
答した人では、支持機能＞教育機能＞管理
機能の順番でスーパービジョンの機能を意
識していた。 
ここで検討されたスーパービジョンモデ

ルを今後、研修、学習会などを通して、多
くの保健医療領域のソーシャルワーク部門
に対して、普及を図ることが課題である。 
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